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―表紙写真由来―

【表紙写真講評】再整備途上の一ノ井堰（脇谷芳招）
　共生観の視線―　かつてはどこででも，街中でだって用水路を
見かけた。散歩，そぞろ歩きの格好な場所でもあったはずだ。旅
に出て，用水脇の草むらに座って缶ビールを浸し，サイコーの気
分を味わった思い出も数多くある。そんなときの水音，吹いてい
た風や匂い，日射しの感じが〈風景〉という概念の重要な中身に
なっているかもしれない。日本に水は豊かだと思っている。その
原景，私の頭の中の豊かな水は水田に取り入れられる水の姿で，
農業の広がりとともに作られてきたものだったのかなと思うほどだ。
　ヨーロッパ各地のような多様な地形のあるところでは風車に
よって取水・排水を行う装置技術も発達して動力によって水をく
み上げ用水路に流す農地も多いが，日本では自然流下の水が田畑
を潤してきたという先入観がある。しかしその思い込みはひとえ
に山と海の間が近かった，その山も急峻で流れを散らさなければ
氾濫する，そこから川を分け水を広げていくので水の風景が多く
なった，という事情によるものだったのではないか……。その事
情がそのまま私たちの風景観の源泉になっているように思う。

　写真の洛西地域の用水の柱である桂川も氾濫の多い川だ。近年
もしばしば豪雨と氾濫，橋の流失などの姿を目の当たりにする。
治水目的も重視した用水路改修が急がれているようだが，写真の
穏やかな水音ばかりが涼しげに聞こえてくるような世界からは想
像ができない。そのギャップの記憶もまた私たちの風景観の内容
である。
　そよとした風とさんさんと注ぐ日射し，台風の豪雨と奔流，そ
して水の中に点々と残る家屋の姿。私たちの風景観の多くが農業
の姿と切り離せないものであるとすれば，それは美しい田園風景，
それからもたらす水のさまざまな姿・状況も透かし見る内容に
なっているだろう。自然の静かさも氾濫などの恐ろしさも，農業
を通じて実感してきたのだといえるだろう。だからこの穏やかな
写真は，急に転換する場面も同時に想像させる。その源は私たち
の中に棲む，自然との共生観にあるのかもしれない。
� （講評　東京造形大学名誉教授　柳本尚規）
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